
１日目（28日）各コートにおける試合順
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－ － －

原則ＷＴＯ（１３点での給水の為のタイムアウト）を採用する。

原則各グループの空きチームが補助役員を行う。Cコート第4試合のみ前試合の負けチームが補助役員を行う。

男子CDグループは第5試合は第6チームの両チーム、第6試合は第5試合の負けチームが補助役員を行う。

２日目（29日）各コートにおける試合順

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

第３試合終了後、約３０分間の昼食休憩を取る。

ボールの使用も可
各チーム

譲り合って使用

女子準決勝
D3（補D2負）

女子準々決勝
D１（補D2）

女子準々決勝
D2（補D1負）

a b

全試合終了後に各グループ１／２位通過チームの監督・主将同席の元、第2日目の抽選を行う

女Aグループ 男Cグループ

第６試合

男Bグループ 女Bグループ 男Dグループ

b c b

第５試合

男Aグループ

b c b

c a c a

園部 東宇治

女子ABグループ 女子Cグループ

c

b

練習コート

第４試合

男Bグループ 女Bグループ 女Dグループ

第３試合

男子準決勝 男子準決勝 女子準決勝
A3（補A2負）

試合が連続する場合、２セットで終了した場合は１０分、３セットで終了した場合は１５分の休憩後行う。
ただし、この間のボールの使用は禁止する。（補助役員チーム）

女子決勝

A1（補A2）

A２（補A1負）

A４（補A3B3負）

B1（補B2） C1（補C2）

B３（補B２負） C３（補C2負）

C4（補C3D3負）

西京極 園部

第４試合

男子決勝

連続試合の場合、試合後10分間の休憩後に合同練習に入る。

Aコート Bコート Cコート Dコート

第２試合 B2（補B1負）

東宇治 伏見

c

白糸 蒲生野

亀岡 八条

b

八条 洛北

城南

a

宇治

a

c b

峰山弥栄

c a

洛北

女Cグループ

京都匠ヤング 西院

東城陽 加茂川

女Aグループ男Aグループ

a

女Cグループ

蒲生野 大井ヤング

ac

b

東宇治 西京極

a b

洛北

第１試合

男子準々決勝

亀岡

東輝 京都匠ヤング

男Bグループ

c

西院 東輝

女Bグループ

修学院 東城陽

Dコート

第１試合
9：30

男子ABグループ
Aコート Bコート

a

Cコート

修学院 大井ヤング 白糸

b

男子準々決勝 男子準々決勝 女子準々決勝

女子準々決勝

C2（補C1負）

女子Dグループ

加茂川

b a

女Cグループ

男子準々決勝

男Aグループ 女Aグループ

第２試合

第３試合

a

a b
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